
大津波を想定した官庁施設の機能確保の考え方（案）

比較的発生頻度の高い津波（レベル１）に対して

資料３－１

ベ 津波高を基準と た

比較的発生頻度の高い津波（レベル１）に対して

対策 目標

レベル１の津波高を基準とした

海岸保全施設等の整備（海岸管理者等が実施）

海岸保全施設等の整備状況や敷地の標高に応じた

人命の安全確保を最優先
とし、津波収束後に入居官
署の事務 事業の早期の入居官署との十分な調整を行った上での

施設整備上の対策

署の事務・事業の早期の
再開が可能

平常時の施設の防災機能等の

最大クラスの津波（レベル２）に対して

平常時の
適正な保全

施設の防災機能等の
情報共有

目標対策

入居官署が策定する

施設運 管 上 対策 人命の安全確保を最優先
とし、災害応急対策活動が
可能

施設運用管理上の対策

施設運用管理上の対策と連携した

施設整備上の対策 可能

平常時の
適正な保全

施設の防災機能等の
情報共有

施設整備上の対策


